(第6分科会)
発達障害の仲間よ全員集合
鈴木　隆



発達障害の当事者と家族の方々のため゜の分科会は、名古屋の30周年記念大会で初めて開催されました。思えば、高崎大会の折りに精神障害と家族の分科会が開催され、その後「オリーブの会」となってカトリック教会の中で活動が広まっていきました。その経験を踏まえて、発達障害のかたがたも、カ障連の輪の中に加わっていただこうと、今回初めて分科会を設けたのでした。分科会に先立つシンポジウムでは、当事者の立木正久さんが、シンポジスととして話をされました。その立木さん交えて10名ほどが集まり、自分の体験を分かち合う一時をもちました。



一口に発達障害といっても、障害の特性はさまざまですが、共通していることは、外から見ることのできない障害、つまり、外見からは障害者であることがわからないことです。もうひとつの共通点は、コミュニケーションが苦手で、人間関係を上手に築くことができないことです。分科会に集まった当事者は、自分がどのようなことが苦手で、どのような苦しみがあるのかを、とても丁寧に細かく話してくれました。また、協会の中で自分の生涯についてほとんどわかってもらえないこと、時には司祭からも理解できず、単なる「変わり者」として受け止められ、受け入れてもらえない苦しみがあることなどが話されました。


ですから、カ障連の大会の分科会に参加して、安心して自分のことを話すことができたことを、みな喜んでいました。そして、精神障害の人たちが「オリーブの会」を立ち上げて、活発な活動を続けているように、発達障害の自分たちも、カ障連の中で継続的な活動ができるグループを作ることができれば、とてもうれしいといった意見も聞かれました。名古屋大会のシンボルの絵に、ハトが描かれていましたので、名称を「ハトの会」にしてはどうかという意見まで飛び背出しました。


当事者も家族もさんかしていた分科会でしたので、会の始まりの時にICレコーダーで記録をとることについて意見を聞いたのですが、全員一致で記録をとらない方向に決まりました。そのことを踏まえて、この報告間は、司会者の立場で、分科会の概要をお伝えすることに留めさせていただきました。

